
 

名 称 平成２９年度 第３回 目黒区障害者自立支援協議会本会 

日 時 平成３０年３月９日（金）午後６時～午後８時１０分 

会 場 目黒区総合庁舎 大会議室 

会議次第 １．区からの報告 

２．専門部会からの報告（机上配布）と専門部会からの報告・協議事項について 

３．平成３０年度自立支援協議会に向けて 

４．協議会のイベントについて 

出席者 岩崎会長、北本副会長、松尾委員、橋本委員、町田委員、阿部委員、徳永委員、山田委員、

松原委員、白鳥委員、山下委員、五十嵐委員、武井委員、田村委員、酒井委員、篠崎委員、

保坂委員 

欠席 雨谷委員、渡辺委員、重盛委員、田島委員、松本委員 

配布資料 専門部会からの報告 

専門部会からの報告・協議事項のまとめ 

３０年度の自立支援協議会に向けて 

協議会のイベントアンケート 

協議会のイベント議事録 

会議の

報告及

び主要

な発言 

1について 

 資料１参照 

 

２について 

資料２ 資料３参照 

・ 相談支援部会と区との懇談会については、今後両者で検討していく。 

・ 障害福祉施設等での人材確保、特に看護師の確保の困難さが報告された。今後、適

宜専門部会や本会等で情報共有する。 

・ ３月１４日に目黒区が地震対策等でＪアラートの訓練を行う予定だが、音声放送だ

けで聴覚障害者への対応がなく、合理的配慮の問題が課題として上げるべきだとい

う意見が提出された。今後の課題とする。 

平成３０年度障害福祉サービス報酬改訂について 

 資料４参照 

アドバイザーとして参加した岩崎会長から概要の説明があった。 

来年度、報酬改訂、制度改正については単なる事務的な説明ではなく、 

大きな視点での学習会を協議会の主催で行うことで承認された。 

  

３について 

  資料５参照 

・ 本会の前に開催される運営会議で、各専門部会から本会での報告・協議事項を提出

してもらい、本会での議論の方法等をまとめて提案していくことを徹底していこう



と話し合われた。 

・ 平成３０年度に設置される医療的ケア児と精神障害者の地域移行に関する協議の場

については、自立支援協議会とは異なる組織体になるが、連携し合えるように配慮

していくことが確認された。 

・ 医療的ケア児が保育園に入園するケースも増えてきて、卒園後は学童保育クラブで

の受入れについても考慮していきたいと思う。子育て支援課も医療的ケア児の協議

会に参加することが望ましいと考える。 

・ 教育委員会事務局としても、特別支援教育推進計画（第三次）により、当事者の方々、

子育て、福祉、医療、保健等の専門機関等との連携を図ることが課題となっている

ため、今後は、本協議会に特別支援教育に関連した様々な取組について情報提供を

し、委員の皆様からご意見を伺っていきたいと考えている。   

・ 平成３０年度設置の地域生活支援拠点と平成３２年度に設置予定の基幹相談支援セ

ンターに関する議論は年間を通した課題になるだろうという意見が多かった。 

・ 平成３０年に設置される発達障害支援拠点についても、逐次情報提供がほしい、必

要に応じて議論できればという意見もあった。 

・ 障害者差別解消地域協議会も含めて各種協議会が自立支援協議会の周辺に設置され

委員も重複することもあるが、自立支援協議会がそれらの協議会を包括できるよう

な体制作りも必要ではないかという意見も提出され、今後の課題となる。 

・ 自立支援協議会は障害者計画に対する意見を提出するだけでなく、計画作成後も見

守っていくことが求められているのではないかという意見が提出され、行政からの

情報提供を含めて今後の課題になる。 

・ 自立支援協議会の本会の中でも、地域の課題を象徴するような事例の報告があって

も良いのではないかという意見も複数から上がった。単なる在り方を議論するだけ

ではリアリティーに欠け、具体的な事例が必要ではないかという同様の意見もあっ

た。 

・ 防災部会長から障害者の防災対策を明確にすべきではないかという意見があった。

具体的には、福祉避難所について、医療的ケアが必要な人の避難計画等である。 

・ 自立支援協議会は平成３１年度に委員の改選があるが、委員の若返りや刷新も求め

られている時期かもしれない。３０年度は３１年度の委員の改選も見据えて考えて

いくべきではないかと思う。 

 

４について 

 資料６ 資料７参照 

  平成３０年度は、３１年２月９日（土）に目黒区総合庁舎２階大会議室で開催する予

定である。 

 


